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泉 陽 会 

 

◆光陽苑／南大泉地域包括支援センター（南大泉地域集会所内） 

◆第二光陽苑 

◆新町光陽苑 

◆第三光陽苑いずみ 

◆上荻ふれあいの家 

◆練馬区立石神井台敬老館（受託事業） 

◆練馬区立南田中敬老館（受託事業） 

 

2023 夏号 

Senyoukai news 



で「仕事ばかりで辛い」と思うこともありませんでした。仕事を続けていく中で、

仕事と遊びのバランスを自然にとれていたのだと思います。 

私は普段仕事から帰ると家でゲーム三昧、休みの日は自分の好きなように過ごして 

います。仕事は頑張って休みは好きに過ごしたい。一緒に仕事を頑張ってくれる仲間 

がいて、好きに過ごしたいという我儘を理解して許してくれる家族がいて、そんな環 

境だから今の私は良いバランスで日常を過ごせているのだと思います。ワークライフ 

バランスに拘って考えすぎると仕事も仕事以外の生活も満足できなくなってしまう気 

がします。私の場合はあまり考えずに「なるようになるだろう」でやってきた結果、 

なんとなく上手くバランスがとれました。仕事での立場や家庭環境は変わるので、そ 

の時の状況に合わせて上手くバランスがとれるように自分をコントロールできればい 

いかなと思っています。 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人泉陽会で活躍されている人、ものなどに注目をしてインタビューや調査をしていく『泉陽会スポ

ットライト』。初回となる今回は、法人内で活躍する役職者にキャリアやワークライフバランスに関してお話を

聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

           特別養護老人ホーム 新町光陽苑 

入所サービス課 係長 大場 翼 さん 
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～スタッフにインタビュー編～ 

社会福祉法人 泉陽会では、特別養護老人ホームやグループホーム、シ

ョートステイ、地域包括支援センター、デイサービス、認知症対応型デイ

サービス、居宅介護支援事業所、ヘルパー事業所、敬老館などの様々な事

業を行っています。それぞれの事業所、部署で活躍している 3 名の役職

者にスポットライトをあてて、インタビューをしていきます！ 

第二光陽苑に入所サービス課介護士として入職し、リーダー、介護主任、生活相

談員を経験後、開設準備室から係わった新町光陽苑へ異動となりました。現在は入

所サービス課係長として在職中です。 

 自分自身はワークライフバランスを意識したことはなく、仕事は日常のルーティ

ンの一部だと思って生活しています。いつからそう思うようになったのかわかりま

せん。入職時は未経験だったこともあり仕事を覚えること、いい仕事ができるよう

になることに必死で、今よりも仕事に比重を置いた生活だったと思います。それで

も休みに思いっきり遊んだり友達と買い物で散財したりと好きなことをしていた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

第二光陽苑 訪問サービス課ホームヘルプ係 係長 板橋多津子 さん 

私は１９歳で入職し、デイサービスを１年、特養を７年、訪問介護を２０年経験してきました。

入職当時は若さもあって無我夢中で仕事に没頭して自宅には眠りに帰るだけ…の日々。それだけ

仕事や仲間といる事が楽しかったのだと思います。２０代中頃に副主任を任命され、責任を強く

感じ職員への指導や育成に必死になり、ストレスや疲労がピークだったと思います。仕事以外で

気分転換を…と思っていた時に、同級生からママさんバレーに誘われ練習に参加するようになり

ました。地元で１位になることを目標に今でも現役続行中です！(今は地元で２位です！) 

 

今の訪問介護の仕事は１軒１軒全く状況が違い、難しさもやりがいも大き

い仕事です。サービス調整やヘルパー指導に悩んだりすることも沢山あり

ます。そんな時は、筋肉痛になることも恐れず、無になってボールを追い

かけ、ベランダで緑を見て癒され、姪孫に遊んでもらって元気をもらい、

利用者さんのお宅へ笑顔で伺う栄養源にしています。 

 光陽苑 通所サービス課  係長 高橋俊之 さん 

平成 26 年より光陽苑の通所サービス課で相談員として働かせていただき、現在は係長

もさせていただいています。実は一時期泉陽会から離れていた時期があり、また声をかけ

てもらい、再度働く機会をいただきました。最初は介護士としてデイサービスに配属され、

その後特養も経験して、介護福祉士の資格も取得でき本当に様々な経験を積ませていただ

いています。思えば 20 代の頃からお世話になり、今はガラスの 40 代となりました。 

介護の仕事は世間的には３K と呼ばれ、敬遠されるイメージですが、人とのつながりを 

強く感じられる魅力のある仕事です。笑顔で「ありがとう」と言っていただけることを本当に嬉しく感じられ 

           ます。 

正直忙しい仕事でもあります。仕事の疲れを癒す為に何が必要か？私にとっては家族

との時間を最も大切にしています。休みの日は家族に料理を作ることがあります。結構

これが自分自身のリフレッシュ効果があります。また、妻と車でぶらり旅も楽しみのひ

とつで、直売所巡りが最近の流行です。これからも、プライベートとご利用者や職員と

のつながりを大切にしながら、泉陽会の一職員として業務に従事してまいります。 

猛烈に働く時代背景の昭和から、経済の絶頂期と不況期の双方を経験した平成時代に移り変わって、働き方や

私生活に対する価値観にも変化がありました。そして、「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」

や「女性活躍推進法」などにより、社会的にも働き方や女性活躍への取り組みが広がってきました。泉陽会の設

立当時（平成２年）の老人福祉サービスは措置制度の時代で、かつて介護職の名称は「寮母」と呼ばれていまし

た。この名称からもわかるように、当時からすでに女性が中心（男性の「寮父」は当時１～３割程度）となって

活躍をしてきたのがこの介護業界だと言えます。また、平成から令和に移り変わって、少子高齢化対策やハラス

メント対策なども着々と進められ、性別を問わず誰もが活躍しながらプライベートも充実できる社会に益々近づ

いていこうとしています。これらに順応できる国の施策や職場環境づくりにさらなる期待が寄せられています。

私たちの広報活動も、職員の活躍ぶりやプライベートの充実に繋がっている場面などを紹介できるようにしてい

きたいと考えております。今後も皆様のご愛読よろしくお願い致します。 

 

特集記事担当者よりひとこと 



 

 

 

 

4月 1日より給食委託会社を「株式会社グリーンヘルスケアサービス」様に変更いたしました。 

今までの良い所はパワーアップして、改善できる所はアイディアを出し合いながら、変えていってもらえれば 

と思っています。入居者様、利用者様にもっとおいしい食事を提供できるよう、施設栄養士も加わってがんばっ

てまいります。食事への意気込みをコメントいただきましたので、ご紹介いたします。 
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所長 

新町光陽苑の食事が変わりました！！ 

4月より新町光陽苑の厨房責任者を務めることになりま

した、株式会社グリーンヘルスケアサービスの神山愛美(コ

ウヤマ マナミ)と申します。 

入居者様に良い食事を楽しんでいただけるように行事

食や日々のお食事を提供してまいります。 

安心安全を第一にお食事を提供していきますので、ご指

導ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

所長 神山愛美 

4月より新町光陽苑でお食事を提供させていただいております。

株式会社グリーンヘルスケアサービスでございます。 

『人に喜ばれてこそ会社は発展する』を社是に掲げ、皆様の喜びを

心に、日々精一杯心を込めてお食事をお届けしてまいります。 

現在、弊社では様々なイベントを行っており、今年度は「スマイ

ルホリデー」と題して、はとバスで巡るご当地のお食事をお届けし、

新町光陽苑の皆様とツアーを食事で楽しんでいきたいと思っており

ます。 

また、季節ごとのお食事を味わっていただけるように旬の食材を

取り入れ、四季や行事を共に感じ、作るスタッフとお召し上がりい

ただける皆様とで喜び合いたいと思っております。 

引き続きご愛顧いただけます様、宜しくお願いたします。     

所長より 

グリーンヘルスケアサービスより 



リスクマネジメント③～利用者を守るために～ 

『認知症基本法』とは・・・ 

超高齢社会が進む中、2025年に 65歳以上の認知症高齢者が 700万人を超えると予測 

され、認知症の診断を受けている高齢者の割合は５人に１人の社会になると言われています。 

 このような中で、今年６月 14日に参議院本会議にて『認知症基本法』の法案が全会一致 

で可決・成立をしました。この法律の目的は「認知症の人が尊厳を保持し、希望をもって暮 

らすことができるよう、施策を総合的に推進する。」と掲げられています。これにより、都道

府県及び区市町村は地域の実情に応じた計画を策定（努力義務）していくこととなり、全国 

的な施策の推進が期待されます。同法は公布から 1年以内に施行となりますが、認知症の方 

が不安を感じることなく共生できる社会に一歩ずつ近づこうとしています。国民一人ひとり 

が認知症について正しく理解し、温かく見守りや手助けを当たり前 

にできる感動的社会が育むことを強く望みたいものです。私たち、 

泉陽会の各事業所も地域へ発信する拠点となり、認知症の方の 

尊厳ある生活をしっかり支え続けていきたいと思っております。 

 

 

 

 

 

台風や大雪、地震などの自然災害が発生した際にはインフラや交通網の

停止などから、通常の事業運営やサービスの継続が困難になる場合が予想

されます。 

 そうした状況において、入居者・利用者の安全をいかに確保しつつ、事

業・サービスの早期復旧を図ることが重要になります。今号では前号に続

いて「緊急事態の対応」についての取組を紹介します。 

 当法人では有事の際に的確で迅速な行動ができるよう、これまでも定期的な防

災訓練の実施や訓練の競技会への参加を通じて各職員の防災への意識の向上に

努めてきました。 

 加えてこの度のＢＣＰ義務化により、更に組織的な行動に繋げるために各事業

所において年間計画を作成し緊急時への対応の強化を図っています。 

入居者・利用者の方々が、災害時でも日常生活を安心して過ごしていただける

よう、スタッフが一丸となって尽力してまいります。また、各事業所がいち早く復旧・機能することで、被災さ

れた地域の方々へ貢献できるとも考えています。 
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改選に伴い新しい役員をご紹介します。 

理事長 加藤 修一     理事 本田 哲也 

理事  加藤 菜美（新任） 理事 渡辺 洋行 

理事  上田 竜次     監事 榎本 博夫 

理事  川井 真幸     監事 堀切 良一 
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～ 編 集 後 記 ～ 

 令和５年５月８日以降、新型コロナウイルスが５類となり、社

会活動も盛んとなりましたが、泉陽会が運営する高齢者施設では、

感染症対策を行っております。引き続き、ご理解とご協力をお願

いいたします。 

 今回は、報告と共に泉陽会で長きにわたり支えてくれている職

員のインタビューを掲載しております。是非、お楽しみください。 

 

＜法人広報委員：本田、小林、板橋、大場、神山、森田、田畑、狭間＞ 

＜発行責任＞ 

社会福祉法人 泉陽会 

東京都練馬区西大泉 5-21-2 

☎ ０３－３９２３－５２６４ 

★ホームページもご覧ください★ 

https://senyoukai.or.jp/ 
 
この広報紙は、 

ウチダ印刷株式会社に依頼し作成しております。 

☎ ０４２-４６１-６９０２ 

就労継続支援施設のほっとすぺーす関町に発送

等を依頼しております。  ☎ ０３-３９２９-３９１７ 

   
  北区赤十字奉仕団東田端分団 
 
  清水 慶子 
 
  三村 タイ 

≪敬称略≫ 
 
※令和５年４月～令和５年６月にご寄付を頂戴した方を掲載しております。な

お、寄付申込時のご希望により氏名の掲載を控えている方々もおります。 

令和４年度の法人の決算を公開いたします。（令和４年 4月 1日～令和５年 3月 31日） 

なお、詳細につきましては、各事業所や当法人ホームページ等で閲覧できます。 

 


